
Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Soolety 　 of 　Japan 　Solenoe 　Teaohlng

12H −202 日本理科教育学会 （2012 ）

理科の 基本概念「地球」につ いての考え方
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1　 は じめ に

　平成 20 年 に改訂 され た 学習指導要領（理

科）で は、科学概念 の 理 解や 基 礎 ・基本 の 定着

を 図る観点か ら 「エ ネル ギー
」、「粒子 」、「生

命」、「地球」 な どの 科学 の 基本的な見方や概

念を柱と して 小 ・中 ・高等学校を通 じて 理 科

の 構造化 を図 る こ とが 明示 され て い る 。
こ れ

まで 「地球」 に っ い て は 「地 学」 の 基 本概念

を明 らか にす る とい う観点で文部省の 教育課

程研究集会等で 議論 されて きた 。 また、1960

年 に設 立 された 全 国理科教育セ ン タ
ー

研 究協

議会地学部会で は地 学の 基本的な概念 を提 示

しそれ を指導す るため の 「地 学教材 の 研 究」

を刊行 した （1973）。それ以 降約 40 年の 間に 、

地 球及 び人類 を取 り巻 く環境は 大きく変わ り

学習指導要領の 改訂 も 5 回行 われ た 。 そ の 改

訂 の 時代的背景 と して 、米国の 理 科教育現代

化 運動 の影響、ゆ とり教育 の た め の 時間数 と

学習内容の 削減や地球規模 で の 環境問題 に対

応す る教育の 推進 などが挙 げ られ る 。 さ らに 、

新教育課程で は TIMSS や PISA な ど国際共

同調査 等の 結果や 学校の 新 しい 教育課題 の 指

摘 を受 けて 、基礎 的 ・基本的な知識 ・技能の

習得 と科学的な思考力 ・表現力 の 育成 など に

重点 を置 く こ ととなっ た。こ の よ うな状況下

で 、科学的な概念 「地球」 の 基本概念 を検討

しそ の 育成を図 る学習指導 の あ り 方 を考え る

こ とは時宜を得た もの とい える。

2　 国内外 の 研究動 向

  全国理 科教育セ ン ター研究協議会 （1973）

は地学 の 基本概念 を地学事象 の 見方考 え方 と

し て 「エ ネル ギ
ー的な見 方 ・考え方」「時間的 ・

空間的な見方 ・考え方」 「歴 史性や進化的な見

方 ・考え方 」「自然界 の 平衡的な見方 ・考え方」

を示 し て い る 。

  岡 山県教育セ ン タ
ー

研 究紀要 244 号 「地 学

的な時間と空 間 の 感覚を育て るた め の 指導 の

工 夫」 （2003 ）で は 、科学的 リテ ラ シ ー と し

て の 地 学 リテ ラ シ ーを育成す る中で 「自然界

の 時間 的 ・空間的な変化 を認識す る」 を取 り

上 げそ の 地域教材 を例示 し て い る 。

  教科 「理科」 関連学会協議会第 9 回 シ ン ポ

ジ ウム 集録 （2004）にお け る 「新 しい 「理科」

の 枠組 み を考 える視点に つ い て 」 で 、下野 は

生涯学習の 4本柱の 観点に立 っ て 環境学習 を

支 える科学的素養の
一

っ とし て 「地学 リテ ラ

シ
ー

」 を育成す る こ とを提示 して い る。

  Victor　J．Mayer らに よ る 「ア ー
ス シ ス テ ム教

育」 （1991 ）は、惑星 「地球」 に焦点化 し科学

の 基本概念やプ ロ セ ス の 枠 を広 げ、地 球規模で

捉 える試みで あ る 。 そ れ は、観 察 ・実験を通 し

て 地球 シ ス テ ム の 理解、そ の相互 作用の 説明、

そ の 変化 の 予測 、科学的な情報に基づ く環境や

資源 問題 へ の 対応、地球の 不思議 さ、美 し さ等

の 美的価値 を認 め、科学やその 職業に 関心 を持

つ とい う地球科学 リテ ラシ ーを もっ た 市民の

育成を 目指 した総合 的な科学教育で ある

3 　 「地 球」概念 の 再検討 の 必 要性

前述 の 研 究動向を基に、地球の シ ス テ ム と して

の と らえ方、地球規模で の環境問題 へ の 対応、

生 きるカ と し て の 地学 リテ ラ シ ーの 育成 、総合

的な 自然観 の 育成 を 図る な どの 科 学教 育の 広

い 観点 を基に 「地球 」概念 の 再 検討 を試み たい 。

4　 お わ りに

こ こ で は、新学習指導要領 で 示 された 「地球」

の 概念 に つ い て、従来 の 「地学」 の 基本概念 と

して の エ ネル ギ
ー、時間 ・空間、歴 史 ・進 化、

自然界 の 平衡な ど と い う見方の み な らず、総合

的な科学教育 の 立場か ら捉 え直そ うとす る も

の で ある。
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